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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の無線基地局装置と、前記複数の無線基地局装置と協調マルチポイント送受信可能
に構成されたユーザ端末と、を備えた無線通信システムであって、
　協調マルチポイント送信を適用する際に、協調マルチポイント送信する送信ポイントに
ついての信号成分及び干渉成分の組み合わせで定義されたチャネル状態情報を少なくとも
一つ含むセットの情報であるＣＳＩ（Channel　State　Information）セット情報をハイ
ヤーレイヤシグナリングすると共に、前記ＣＳＩセット情報におけるチャネル状態情報の
セットを示す、下り制御情報におけるＣＳＩリクエスト情報を送信する無線基地局装置と
、
　前記ＣＳＩセット情報及び前記ＣＳＩリクエスト情報に基づいてチャネル状態情報をフ
ィードバックするユーザ端末と、
を具備することを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　複数のハイヤーレイヤシグナリングでＣＳＩセット情報を通知することを特徴とする請
求項１記載の無線通信システム。
【請求項３】
　複数の無線基地局装置と、前記複数の無線基地局装置と協調マルチポイント送受信可能
に構成されたユーザ端末と、を備えた無線通信システムの無線基地局装置であって、
　協調マルチポイント送信を適用する際に、協調マルチポイント送信する送信ポイントに
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ついての信号成分及び干渉成分の組み合わせで定義されたチャネル状態情報を少なくとも
一つ含むセットの情報であるＣＳＩ（Channel　State　Information）セット情報をハイ
ヤーレイヤシグナリングすると共に、前記ＣＳＩセット情報におけるチャネル状態情報の
セットを示す、下り制御情報におけるＣＳＩリクエスト情報を送信することを特徴とする
無線基地局装置。
【請求項４】
　複数の無線基地局装置と、前記複数の無線基地局装置と協調マルチポイント送受信可能
に構成されたユーザ端末と、を備えた無線通信システムの無線通信方法であって、
　前記無線基地局装置において、協調マルチポイント送信を適用する際に、協調マルチポ
イント送信する送信ポイントについての信号成分及び干渉成分の組み合わせで定義された
チャネル状態情報を少なくとも一つ含むセットの情報であるＣＳＩ（Channel　State　In
formation）セット情報をハイヤーレイヤシグナリングすると共に、前記ＣＳＩセット情
報におけるチャネル状態情報のセットを示す、下り制御情報におけるＣＳＩリクエスト情
報を送信し、
　前記ユーザ端末において、前記ＣＳＩセット情報及び前記ＣＳＩリクエスト情報に基づ
いてチャネル状態情報をフィードバックする、
ことを特徴とする無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、次世代無線通信システムにおける無線通信システム、無線基地局装置及び無
線通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Universal　Mobile　Telecommunications　System）ネットワークにおいて
、更なる高速データレート、低遅延などを目的としてロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ:Long　Term　Evolution）が検討されている（非特許文献１）。ＬＴＥではマルチア
クセス方式として、下りリンクではＯＦＤＭＡ（Orthogonal　Frequency　Division　Mul
tiple　Access）をベースとした方式を用い、上りリンクではＳＣ－ＦＤＭＡ（Single　C
arrier　Frequency　Division　Multiple　Access）をベースとした方式を用いている。
【０００３】
　ＬＴＥシステムにおいて、上りリンク信号は適切な無線リソースにマッピングされてユ
ーザ端末から無線基地局装置に送信される。具体的には、上りユーザデータは、上りリン
ク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Physical　Uplink　Shared　Channel）を用いて送信され
る。また、上りリンク制御情報（ＵＣＩ：Uplink　Control　Information）は、上りユー
ザデータと共に送信する場合はＰＵＳＣＨを用いて、単独で送信する場合は上りリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical　Uplink　Control　Channel）を用いて送信される。
【０００４】
　上りリンク制御情報（ＵＣＩ）には、下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical
　Downlink　Shared　Channel））に対する送達確認（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）、スケジュー
リング要求、チャネル状態情報（ＣＳＩ：Channel　State　Information）等が含まれる
（例えば、非特許文献２）。チャネル状態情報（以下、ＣＳＩという）は、下りリンクの
瞬時のチャネル状態に基づく情報であり、例えば、チャネル品質情報（ＣＱＩ）、プリコ
ーディングマトリックス指標（ＰＭＩ）、ランク指標（ＲＩ）などである。このＣＳＩは
、周期的又は非周期的に、ユーザ端末から無線基地局装置に通知される。
【０００５】
　非周期的チャネル状態情報（Aperiodic　CSI）は、無線基地局装置からのトリガに応じ
て、ユーザ端末から当該無線基地局に通知される。このトリガ（Aperiodic　CSI　trigge
ring）は、下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical　Downlink　Control　Chann
el）で送信される上りリンクスケジューリンググラント（以下、ＵＬ（Uplink）グラント
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という）（ＤＣＩフォーマット０／４）に含まれている。ユーザ端末は、当該ＵＬグラン
トに含まれるトリガに従って、当該ＵＬグラントで指定されたＰＵＳＣＨを用いて、非周
期チャネル状態情報（以下、Ａ－ＣＳＩという）を通知する。このようなＡ－ＣＳＩの通
知は、非周期的チャネル状態情報通知（Aperiodic　CSI(CQI/PMI/RI)　Reporting）とも
呼ばれる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】3GPP,　TR25.912　(V7.1.0),　"Feasibility　study　for　Evolved　U
TRA　and　UTRAN",　Sept.　2006
【非特許文献２】3GPP,　TS36.212　(V.9.3.0),　“Multiplexing　and　channel　codin
g”，　Nov．2010
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、３ＧＰＰにおいては、更なる広帯域化及び高速化を目的として、ＬＴＥシス
テムの後継システム（例えば、ＬＴＥ－Advanced（ＬＴＥ－Ａ）システム）も検討されて
いる。ＬＴＥ－Ａシステムでは、ＬＴＥシステムとの後方互換性（Backward　compatibil
ity）を保ちながら広帯域化を図ることが望ましい。そこで、ＬＴＥ－Ａシステムでは、
ＬＴＥシステムで使用可能な帯域（例えば、２０ＭＨｚ）を有する基本周波数ブロック（
コンポーネントキャリア（ＣＣ：Component　Carrier）とし、複数のコンポーネントキャ
リアを統合することにより広帯域化（例えば、５つのＣＣが統合された場合、１００ＭＨ
ｚ）を図ることが検討されている。
【０００８】
　このようなＬＴＥ－Ａシステムにおいては、一つのコンポーネントキャリア（ＣＣ）に
対して少なくとも一つのセルが設けられ、ユーザ端末は、異なるコンポーネントキャリア
（ＣＣ）の複数のセルにおいて通信できるように構成される。なお、各コンポーネントキ
ャリア（ＣＣ）においてユーザ端末が主たる通信を行う一つのセルが、サービングセルと
も称される。このように、ＬＴＥ－Ａシステムにおいては、ユーザ端末が、異なるコンポ
ーネントキャリアの複数のサービングセルにおいて無線通信を行うことにより、システム
帯域の広帯域化を実現する。
【０００９】
　このようなＬＴＥ－Ａシステムにおいては、ユーザ端末が異なるコンポーネントキャリ
ア（ＣＣ）の複数のサービングセルにおいて無線通信を行う場合、サービングセル毎に干
渉レベルなどの通信状態が異なることとなる。したがって、ＬＴＥ－Ａシステムにおいて
、上述のＣＳＩを複数フィードバックする必要がある。
【００１０】
　一方で、ＬＴＥシステムに対してさらにシステム性能を向上させるための有望な技術の
１つとして、セル間直交化がある。例えば、ＬＴＥ－Ａシステムでは、上下リンクとも直
交マルチアクセスによりセル内の直交化が実現されている。すなわち、下りリンクでは、
周波数領域においてユーザ端末ＵＥ（User　Equipment）間で直交化されている。一方、
セル間はＷ－ＣＤＭＡと同様、１セル周波数繰り返しによる干渉ランダム化が基本である
。
【００１１】
　そこで、３ＧＰＰ（3rd　Generation　Partnership　Project）では、セル間直交化を
実現するための技術として、協調マルチポイント送受信（ＣｏＭＰ：Coordinated　Multi
-Point　transmission/reception）技術が検討されている。このＣｏＭＰ送受信では、１
つあるいは複数のユーザ端末ＵＥに対して複数のセルが協調して送受信の信号処理を行う
。例えば、下りリンクでは、プリコーディングを適用する複数セル同時送信、協調スケジ
ューリング／ビームフォーミングなどが検討されている。これらのＣｏＭＰ送受信技術の
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適用により、特にセル端に位置するユーザ端末ＵＥのスループット特性の改善が期待され
る。
【００１２】
　このように、ＬＴＥ－Ａシステムにおいては、キャリアアグリゲーション環境において
ＣｏＭＰ送信が行われるシナリオが考えられる。このようなシナリオにおいては、ユーザ
端末は、異なる干渉レベルの複数の送信ポイントについての複数のＣＳＩをフィードバッ
クする必要がある。しかしながら、現状のキャリアアグリゲーションのフレームワークに
おいては、それぞれのセルに対して一つのＣＳＩをフィードバックするようになっており
、ＣｏＭＰ送信が適用される際に、それぞれの送信ポイントについての複数のＣＳＩをフ
ィードバックすることがサポートされていない。
【００１３】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、キャリアアグリゲーションのフレーム
ワークにおいてＣｏＭＰ送信が適用される際に、それぞれの送信ポイントについての複数
のＣＳＩをフィードバックすることができる無線通信システム、無線基地局装置及び無線
通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の無線通信システムは、複数の無線基地局装置と、前記複数の無線基地局装置と
協調マルチポイント送受信可能に構成されたユーザ端末と、を備えた無線通信システムで
あって、協調マルチポイント送信を適用する際に、協調マルチポイント送信する送信ポイ
ントについての信号成分及び干渉成分の組み合わせで定義されたチャネル状態情報を少な
くとも一つ含むセットの情報であるＣＳＩ（Channel　State　Information）セット情報
をハイヤーレイヤシグナリングすると共に、前記ＣＳＩセット情報におけるチャネル状態
情報のセットを示す、下り制御情報におけるＣＳＩリクエスト情報を送信する無線基地局
装置と、前記ＣＳＩセット情報及び前記ＣＳＩリクエスト情報に基づいてチャネル状態情
報をフィードバックするユーザ端末と、を具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、キャリアアグリゲーションのフレームワークにおいてＣｏＭＰ送信が
適用される際に、それぞれの送信ポイントについての複数のＣＳＩをフィードバックする
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】ＬＴＥシステムにおける上りリンク制御情報の送信方法の一例を示す図である。
【図２】ＬＴＥ－Ａシステムにおける上りリンク制御情報の送信方法の一例を示す図であ
る。
【図３】ＬＴＥ－ＡシステムにおけるＡ－ＣＳＩの通知方法の一例を示す図である。
【図４】協調マルチポイント送信を説明するための図である。
【図５】協調マルチポイント送受信に適用される無線基地局装置の構成を示す模式図であ
る。
【図６】キャリアアグリゲーションのフレームワークにおいてＣｏＭＰ送信を適用する際
の課題を説明するための図である。
【図７】本発明に係る第１の方法を説明するための図である。
【図８】本発明に係る第２の方法を説明するための図である。
【図９】本発明に係る第３の方法を説明するための図である。
【図１０】本発明のシグナリング方法を実現するシナリオを説明するための図である。
【図１１】本発明のシグナリング方法を実現するシナリオを説明するための図である。
【図１２】図１１に示すシナリオにおいて第１の方法を実現する場合について説明するた
めの図である。
【図１３】図１１に示すシナリオにおいて第２の方法を実現する場合について説明するた
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めの図である。
【図１４】図１１に示すシナリオにおいて第３の方法を実現する場合について説明するた
めの図である。
【図１５】本発明の実施の形態に係る無線通信システムの構成の説明図である。
【図１６】本発明の実施の形態に係る無線基地局装置の全体構成を示す機能ブロック図で
ある。
【図１７】本発明の実施の形態に係るユーザ端末の全体構成を示す機能ブロック図である
。
【図１８】本発明の実施の形態に係る無線基地局装置のベースバンド処理部及び一部の上
位レイヤを示す機能ブロック図である。
【図１９】本発明の実施の形態に係るユーザ端末のベースバンド処理部の機能ブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態について添付図面を参照して詳細に説明する。なお、以下の
説明において、無線基地局装置は、送信ポイントとして置き換えることができる。
　図１は、ＬＴＥシステムにおける上りリンク制御情報の送信方法の一例を示す図である
。上述したように、上りリンク制御情報（ＵＣＩ）は、上りユーザデータがない場合には
、上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を介して送信される。一方、上りリンク制御情
報（ＵＣＩ）は、上りリンクスケジューリンググラント（ＵＬグラント）（ＤＣＩフォー
マット０／４）が下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を介して送信された場合（すな
わち、上りユーザデータが存在する場合）には、当該ＵＬグラントで指定された上りリン
ク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を介して上りユーザデータとともに送信される。
【００２０】
　例えば、上りリンク制御情報（ＵＣＩ）の一つである非周期的チャネル状態情報（Ａ－
ＣＳＩ）は、非周期的チャネル状態情報通知のトリガ（以下、Ａ－ＣＳＩトリガという）
がＵＬグラント（ＤＣＩフォーマット０／４）に含まれているため、当該ＵＬグラントに
関連付けられたＰＵＳＣＨを介して送信される。
【００２１】
　図２は、ＬＴＥ－Ａシステムにおける上りリンク制御情報の送信方法の一例を示す図で
ある。ＬＴＥ－Ａシステムでは、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）の統合によって
広帯域化を図るため、ユーザ端末は、異なるコンポーネントキャリアの複数のサービング
セルにおいて通信できるように構成される。一方で、ＬＴＥ－Ａシステムの上りリンク伝
送においては、ＳＣ－ＦＤＭＡの無線アクセス方式の適用が検討されている。このため、
上りリンク伝送では、上りシングルキャリア送信の特性を維持するために単一のＣＣ（す
なわち、単一のサービングセル）から送信することが望ましい。
【００２２】
　上りリンク伝送を単一のＣＣで行う場合には、上りリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信す
るために、特定のＣＣのサービングセルを選択することが要求される。例えば、ＵＣＩが
、ＰＵＣＣＨを介して送信される場合は、ＰＵＣＣＨが送信されるＰＣＣ（Primary　Com
ponent　Carrier）のサービングセルが選択される。一方、ＵＣＩが、ＰＵＳＣＨを介し
てユーザデータとともに送信される場合、ＵＬグラントに関連付けられたＣＣのサービン
グセルが選択される。
【００２３】
　より具体的には、図２Ａに示すように、ユーザ端末からのＡ－ＣＳＩの通知が要求され
る場合（ＵＬグラントにＡ－ＣＳＩトリガが含まれる場合）、当該ＵＬグラントに関連付
けられたＳＣＣ（Secondary　Component　Carrier））のサービングセル（Ｓセルとも呼
ばれる）が選択され、選択されたＳＣＣを用いてＡ－ＣＳＩを含むＵＣＩが送信される。
一方、図２Ｂに示すように、ユーザ端末からのＡ－ＣＳＩの通知が要求されない場合、Ｐ
ＣＣのサービングセル（Ｐセルとも呼ばれる）が選択され、選択されたＰセルを用いてＵ
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ＣＩが送信される。また、ＬＴＥ－Ａシステムにおいては、複数のＳＣＣが存在する場合
で、ユーザ端末からのＡ－ＣＳＩの通知が要求されないときは、セルインデックスの小さ
いＳＣＣを用いてＵＣＩが送信される。
【００２４】
　図３は、ＬＴＥ－ＡシステムにおけるＡ－ＣＳＩの送信方法の一例を示す図である。図
３に示すように、ネットワーク側において少なくとも一つの下りサービングセルを指定し
ようとする場合、ＵＬグラント（ＤＣＩフォーマット０／４）に、Ａ－ＣＳＩトリガだけ
でなく、所定のサービングセルを指定するビット情報を追加することが考えられる。例え
ば、図３に示すように、既存のＡ－ＣＳＩトリガフィールド（１ビット）に１ビットを追
加することにより、Ａ－ＣＳＩを通知すべきか否かに加えて、どの下りサービングセルの
Ａ－ＣＳＩを通知すべきかを指定することが検討されている。
【００２５】
　例えば、図３では、２ビットのＡ－ＣＳＩトリガフィールド（CSI　Request　fieldと
もいう）の値が“００”である場合、“Ａ－ＣＳＩを送信しない”ことを示す。また、Ａ
－ＣＳＩトリガフィールドの値が“０１”である場合、“ＵＬグラントに関連付けられた
上りＣＣに対応する下りＣＣのＡ－ＣＳＩを送信する”ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩト
リガフィールドの値が“１０”である場合、“ハイヤーレイヤシグナリングにより第１の
セットとして指定された少なくとも一つのサービングセルについてのＡ－ＣＳＩを送信す
る”ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩトリガフィールの値が“１１”である場合、“ハイヤ
ーレイヤシグナリングにより第２のセットとして指定された少なくとも一つのサービング
セルについてのＡ－ＣＳＩを送信する”ことを示す。
【００２６】
　上述の例においては、ハイヤーレイヤシグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング、Ｍ
ＡＣシグナリング、報知信号）を用いた上位制御信号により第１のセット及び第２のセッ
トを構成する少なくとも一つの下りサービングセルを予め通知することにより、Ａ－ＣＳ
Ｉトリガフィールドの値が“１０”及び“１１”の場合に、２種類の通知パターンを実現
する。
【００２７】
　例えば、ユーザ端末が２つのサービングセル（セル＃０及び＃１）を用いる場合、上位
制御信号により、第１のセットとしてセル＃０、第２のセットとしてセル＃１が予め通知
されるとする。この場合、ユーザ端末は、ＵＬグラント（フォーマット０／４）に含まれ
るＡ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“１０”であれば、第１のセットのセル＃０のＡ－
ＣＳＩを無線基地局装置に通知する。一方、ユーザ端末は、Ａ－ＣＳＩトリガフィールド
の値が“１１”であれば、第２のセットのセル＃１のＡ－ＣＳＩを通知する。
【００２８】
　ここで、図４を用いて下りリンクのＣｏＭＰ送信について説明する。下りリンクのＣｏ
ＭＰ送信としては、Coordinated　Scheduling/Coordinated　Beamforming（ＣＳ／ＣＢ）
と、Joint　processingとがある。Coordinated　Scheduling/Coordinated　Beamforming
は、１つのユーザ端末ＵＥに対して１つのセルからのみ共有データチャネルを送信する方
法であり、図４Ａに示すように、他セルからの干渉や他セルへの干渉を考慮して周波数／
空間領域における無線リソースの割り当てを行う。一方、Joint　processingは、プリコ
ーディングを適用して複数のセルから同時に共有データチャネルを送信する方法であり、
図４Ｂに示すように、１つのユーザ端末ＵＥに対して複数のセルから共有データチャネル
を送信するJoint　transmissionと、図４Ｃに示すように、瞬時に１つのセルを選択し共
有データチャネルを送信するDynamic　Point　Selection（ＤＰＳ）とがある。また、干
渉となる送信ポイントに対して一定領域のデータ送信を停止するDynamic　Point　Blanki
ng（ＤＰＢ）という送信形態もある。
【００２９】
　ＣｏＭＰ送受信を実現する構成としては、例えば、図５Ａに示すように、無線基地局装
置（無線基地局装置ｅＮＢ）に対して光ファイバ等で接続された複数の遠隔無線装置（Ｒ
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ＲＥ：Remote　Radio　Equipment）とを含む構成（ＲＲＥ構成に基づく集中制御）と、図
５Ｂに示すように、無線基地局装置（無線基地局装置ｅＮＢ）の構成（独立基地局構成に
基づく自律分散制御）とがある。なお、図５Ａにおいては、複数の遠隔無線装置ＲＲＥを
含む構成を示すが、図４に示すように、単一の遠隔無線装置ＲＲＥのみを含む構成として
もよい。
【００３０】
　図５Ａに示す構成（ＲＲＥ構成）においては、遠隔無線装置ＲＲＥ１，ＲＲＥ２を無線
基地局装置ｅＮＢで集中的に制御する。ＲＲＥ構成では、複数の遠隔無線装置ＲＲＥのベ
ースバンド信号処理及び制御を行う無線基地局装置ｅＮＢ（集中基地局）と各セル（すな
わち、各遠隔無線装置ＲＲＥ）との間が光ファイバを用いたベースバンド信号で接続され
るため、セル間の無線リソース制御を集中基地局において一括して行うことができる。す
なわち、独立基地局構成で問題となる無線基地局装置ｅＮＢ間のシグナリングの遅延やオ
ーバーヘッドの問題が小さく、セル間の高速な無線リソース制御が比較的容易となる。し
たがって、ＲＲＥ構成においては、下りリンクでは、複数セル同時送信のような高速なセ
ル間の信号処理を用いる方法が適用できる。
【００３１】
　一方、図５Ｂに示す構成（独立基地局構成）においては、複数の無線基地局装置ｅＮＢ
（又はＲＲＥ）でそれぞれスケジューリングなどの無線リソース割り当て制御を行う。こ
の場合においては、セル１の無線基地局装置ｅＮＢとセル２の無線基地局装置ｅＮＢとの
間のＸ２インターフェースで必要に応じてタイミング情報やスケジューリングなどの無線
リソース割り当て情報をいずれかの無線基地局装置ｅＮＢに送信して、セル間の協調を行
う。
【００３２】
　ＣｏＭＰ送信は、セル端に存在するユーザ端末のスループットを改善するために適用す
る。このため、ユーザ端末がセル端に存在する場合にＣｏＭＰ送信を適用するように制御
する。この場合においては、無線基地局装置で、ユーザ端末からのセル毎の品質情報（例
えば、ＲＳＲＰ（Reference　Signal　Received　Power））、又はＲＳＲＱ(Reference　
Signal　Received　Quality)、又はＳＩＮＲ（Signal　Interference　plus　Noise　Rat
io）等の差を求め、その差が閾値以下である場合、すなわちセル間の品質差が小さい場合
には、ユーザ端末がセル端に存在すると判断して、ＣｏＭＰ送信を適用する。一方、セル
毎の品質情報の差が閾値を超える場合、すなわちセル間の品質差が大きい場合には、いず
れかのセルの無線基地局装置に近いのでセルの中央付近にユーザ端末が存在すると判断し
て、ＣｏＭＰ送信を適用しない。
【００３３】
　ＣｏＭＰ送信を適用する場合には、ユーザ端末は、複数のセル毎のＣＳＩを無線基地局
装置（サービングセルの無線基地局装置）にフィードバックする。一方、ＣｏＭＰ送信を
適用しない場合には、ユーザ端末は、サービングセルのＣＳＩを無線基地局装置にフィー
ドバックする。
【００３４】
　上述したように、ＬＴＥ－Ａシステムにおいては、キャリアアグリゲーション環境にお
いてＣｏＭＰ送信が行われるシナリオが考えられる。このようなシナリオにおいては、ユ
ーザ端末は、異なる干渉レベルの複数の送信ポイントについての複数のＣＳＩをフィード
バックする必要がある。
【００３５】
　例えば、図６Ａに示すように、セル＃１とセル＃２のセル端にユーザ端末ＵＥが存在し
ており、セル＃１の無線基地局装置ｅＮＢ＃１（送信ポイント（ＴＰ）１）とセル＃２の
無線基地局装置ｅＮＢ＃２（ＴＰ２）とでＣｏＭＰ送信する場合を想定すると、図６Ｂに
示す４通りのＣＳＩが考えられる。すなわち、ＣＳＩとしては、ＴＰ１（ＣＳＩ－ＲＳリ
ソース１）を用いて得られた一つのＴＰ（ＴＰ１）以外の干渉の指標であるＣＳＩ１、Ｔ
Ｐ１（ＣＳＩ－ＲＳリソース１）を用いて得られた２つのＴＰ（ＴＰ１，ＴＰ２）以外の
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干渉の指標であるＣＳＩ３、ＴＰ２（ＣＳＩ－ＲＳリソース２）を用いて得られた一つの
ＴＰ（ＴＰ２）以外の干渉の指標であるＣＳＩ２、ＴＰ２（ＣＳＩ－ＲＳリソース１）を
用いて得られた２つのＴＰ（ＴＰ１，ＴＰ２）以外の干渉の指標であるＣＳＩ４が考えら
れる。ここで、ＳＭＲ（Signal　Measurement　Resource）１をＴＰ１からの信号成分と
し、ＩＭＲ（Interference　Measurement　Resource）１をＴＰ１以外の干渉成分とし、
ＳＭＲ２をＴＰ２からの信号成分とし、ＩＭＲ２をＴＰ２以外の干渉成分とし、ＩＭＲ３
をＴＰ１及びＴＰ２以外の干渉成分としたとき、ＣＳＩ１はＳＭＲ１及びＩＭＲ１で求め
られ、ＣＳＩ２はＳＭＲ２及びＩＭＲ２で求められ、ＣＳＩ３はＳＭＲ１及びＩＭＲ３で
求められ、ＣＳＩ４はＳＭＲ２及びＩＭＲ３で求められる。
【００３６】
　しかしながら、現状のキャリアアグリゲーションのフレームワークにおいては、それぞ
れのセルに対して一つのＣＳＩをフィードバックするようになっており、ＣｏＭＰ送信が
適用される際に、それぞれの送信ポイントについての複数のＣＳＩをフィードバックする
ことがサポートされていない。
【００３７】
　そこで、本発明者らは、下り制御情報（ＤＣＩ）のＣＳＩリクエストフィールド及び／
又はハイヤーレイヤシグナリング（ＲＲＣシグナリング、ＭＡＣシグナリング、報知信号
等）の使用を変更して、ＣｏＭＰ送信の際のそれぞれの送信ポイントについての複数のＣ
ＳＩフィードバックをサポートすることを見出し本発明をするに至った。
【００３８】
　本発明には、以下の３つの方法が含まれる。
（第１の方法）
　第１の方法では、無線基地局装置において、ＣｏＭＰ送信を適用する際に、少なくとも
一つのＣＳＩを含むセットのＣＳＩセット情報をハイヤーレイヤシグナリングすると共に
、下り制御情報におけるＣＳＩリクエスト情報を送信し、ユーザ端末において、ＣＳＩセ
ット情報及びＣＳＩリクエスト情報に基づいてＣＳＩをフィードバックする。
【００３９】
　第１の方法では、ＣＳＩ－ＲＳリソース（ＳＭＲ）と干渉（ＩＭＲ）との間の複数の組
み合わせで定義される複数のＣＳＩをグループ化し、そのグループをＣＳＩセットとして
割り当てる。そして、そのように割り当てられたセットの情報をＲＲＣシグナリング（ま
たは、ＭＡＣシグナリング、報知信号)でユーザ端末に通知する。その後、ＣｏＭＰ送信
が適用されたときに、ＤＣＩのＣＳＩリクエストフィールドでＣＳＩセットを通知する（
Ａ－ＣＳＩ通知）。
【００４０】
　第１の方法は、具体的には、まず、図７Ａに示すＣｏＭＰ適用時の新しいテーブルを規
定する（ステップ１）。このテーブルは、無線基地局装置ｅＮＢ及びユーザ端末ＵＥで格
納される。このとき、無線基地局装置は、ＣｏＭＰ適用時のそれぞれのユーザ端末の第１
セット及び第２セット（ＣＳＩのセット情報）を決定する（ステップ２）。ここでは、図
７Ｂに示すように、ＣＳＩ１、ＣＳＩ２及びＣＳＩ３を第１セットとし、ＣＳＩ４を第２
セットとしている。なお、どのようにグループ化してそのグループをＣＳＩセットに割り
当てるかについては、ＣＳＩのフィードバックオーバーヘッド、ＣＳＩのトータル数、Ｃ
ＳＩの粒度、ユーザ端末ＵＥの能力（capability）、ＣｏＭＰ送信方法等により無線基地
局装置が適宜決定する。
【００４１】
　図７Ａでは、２ビットのＡ－ＣＳＩトリガフィールド（ＣＳＩリクエストフィールド）
の値が“００”である場合、“Ａ－ＣＳＩを送信しない”ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩ
トリガフィールドの値が“０１”である場合、“サービングセル以外の干渉を仮定したと
きのサービングセルについてのＡ－ＣＳＩを送信する”ことを示す。なお、Ａ－ＣＳＩト
リガフィールドの値が“０１”について、Ｒｅｌ．１０ＬＴＥと同一の値になるように定
義してもよい。また、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“１０”である場合、“ハイヤ
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ーレイヤシグナリングにより第１セットのＣＳＩをＡ－ＣＳＩとして送信する”ことを示
す。また、Ａ－ＣＳＩトリガフィールの値が“１１”である場合、“ハイヤーレイヤシグ
ナリングにより第２セットのＣＳＩをＡ－ＣＳＩとして送信する”ことを示す。
【００４２】
　無線基地局装置ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、ユーザ端末に対して、上記のように決定
したセット情報（ＣＳＩセット情報）をＲＲＣシグナリング（または、ＭＡＣシグナリン
グ、報知信号）で送信する（ステップ３）。ここでは、セット情報は、ＣＳＩ１、ＣＳＩ
２及びＣＳＩ３を第１セットとし、ＣＳＩ４を第２セットとした情報である。次いで、無
線基地局装置ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、ＤＣＩを用いてＣＳＩリクエスト情報（図７
Ａに示すビット情報）をユーザ端末に送信する（ステップ４）。例えば、無線基地局装置
ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、ＤＣＩでビット”１０”をユーザ端末に送信する。
【００４３】
　そして、ユーザ端末ＵＥは、ＣＳＩリクエスト情報及びＣＳＩセット情報にしたがって
ＣＳＩを無線基地局装置ｅＮＢにフィードバックする（ステップ５）。例えば、ユーザ端
末ＵＥは、ＤＣＩでビット”１０”を受信すると、図７Ａに示すテーブルにしたがって第
１セットのＣＳＩをフィードバックすることを知る。このとき、ユーザ端末ＵＥは、無線
基地局装置ｅＮＢからのＲＲＣシグナリング（または、ＭＡＣシグナリング、報知信号）
で通知されたセット情報により、第１セットのＣＳＩがＣＳＩ１、ＣＳＩ２、ＣＳＩ３を
意味することを知っている。このため、ユーザ端末ＵＥは、ＣＳＩ１、ＣＳＩ２、ＣＳＩ
３をＰＵＳＣＨ信号でフィードバックする。
【００４４】
（第２の方法）
　第２の方法では、無線基地局装置において、ＣｏＭＰ送信を適用する際に、どの干渉を
干渉成分とするかの情報を、下り制御情報におけるＣＳＩリクエスト情報として送信し、
ユーザ端末において、ＣＳＩリクエスト情報に基づいてＣＳＩをフィードバックする。ど
の干渉を干渉成分とするかとは、どのセル以外のセルの干渉を干渉成分とするかの情報を
意味する。
【００４５】
　第２の方法では、ＣｏＭＰ送信が適用された時に、送信ポイントの干渉成分（どの干渉
を干渉成分にするか）をユーザ端末に通知する（Ａ－ＣＳＩ通知）。これにより、第１の
方法で通知したセット情報の通知が不要となり、シグナリングのオーバーヘッドを削減す
ることができる。
【００４６】
　第２の方法は、具体的には、まず、図８に示すＣｏＭＰ適用時の新しいテーブルを規定
する（ステップ１）。このテーブルは、無線基地局装置ｅＮＢ及びユーザ端末ＵＥで格納
される。図８では、２ビットのＡ－ＣＳＩトリガフィールド（ＣＳＩリクエストフィール
ド）の値が“００”である場合、“Ａ－ＣＳＩを送信しない”ことを示す。また、Ａ－Ｃ
ＳＩトリガフィールドの値が“０１”である場合、“サービングセル以外の干渉を仮定し
たときのサービングセルについてのＡ－ＣＳＩを送信する”ことを示す。また、Ａ－ＣＳ
Ｉトリガフィールドの値が“１０”である場合、“すべてのサービングセルに対して１つ
の送信ポイント以外の干渉を干渉成分としたＡ－ＣＳＩを送信する”ことを示す。また、
Ａ－ＣＳＩトリガフィールの値が“１１”である場合、“すべてのサービングセルに対し
て２つの送信ポイント以外の干渉を干渉成分としたＡ－ＣＳＩを送信する”ことを示す。
【００４７】
　無線基地局装置ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、ＤＣＩを用いてＣＳＩリクエスト情報（
図８に示すビット情報）をユーザ端末に送信する（ステップ２）。例えば、無線基地局装
置ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、ＤＣＩでビット”１１”をユーザ端末に送信する。
【００４８】
　そして、ユーザ端末ＵＥは、ＣＳＩリクエスト情報にしたがってＣＳＩを無線基地局装
置ｅＮＢにフィードバックする（ステップ３）。例えば、ユーザ端末ＵＥは、ＤＣＩでビ
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ット”１１”を受信すると、図８に示すテーブルにしたがって、すべてのサービングセル
に対して２つの送信ポイント以外の干渉を干渉成分としたＡ－ＣＳＩを送信することを知
る。このとき、ユーザ端末ＵＥは、２つの送信ポイント以外の干渉を干渉成分としたＡ－
ＣＳＩであるＣＳＩ３及びＣＳＩ４をＰＵＳＣＨ信号でフィードバックする。
【００４９】
（第３の方法）
　第３の方法では、無線基地局装置において、ＣｏＭＰ送信を適用する際に、少なくとも
一つの送信ポイントを含むセットのＴＰセット情報をハイヤーレイヤシグナリングすると
共に、下り制御情報におけるＣＳＩリクエスト情報を送信し、ユーザ端末において、ＴＰ
セット情報及びＣＳＩリクエスト情報に基づいてＣＳＩをフィードバックする。
【００５０】
　第３の方法では、送信ポイントのセットを決め、ＣｏＭＰ送信が適用された時に、送信
ポイントの干渉成分（どの干渉を干渉成分にするか）及び送信ポイントのセットをユーザ
端末にＲＲＣシグナリング（または、ＭＡＣシグナリング、報知信号）で通知する（Ａ－
ＣＳＩ通知）。
【００５１】
　第３の方法は、具体的には、まず、図９に示すＣｏＭＰ適用時の新しいテーブルを規定
する（ステップ１）。このテーブルは、無線基地局装置ｅＮＢ及びユーザ端末ＵＥで格納
される。このとき、無線基地局装置は、ＣｏＭＰ適用時のそれぞれのユーザ端末の第１セ
ット及び第２セット（ＴＰのセット情報）を決定する（ステップ２）。ここでは、ＴＰ１
を第１セットとし、ＴＰ２を第２セットとしている。なお、どのようにＴＰをセットに割
り当てるかについては、ＴＰのトータル数、ＣＳＩのフィードバックオーバーヘッド、ユ
ーザ端末ＵＥの能力（capability）、ＣｏＭＰの送信方法等により無線基地局装置が適宜
決定する。
【００５２】
　図９では、３ビットのＡ－ＣＳＩトリガフィールド（ＣＳＩリクエストフィールド）の
値が“０００”である場合、“Ａ－ＣＳＩを送信しない”ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩ
トリガフィールドの値が“００１”である場合、“サービングセル以外の干渉を仮定した
ときのサービングセルについてのＡ－ＣＳＩを送信する”ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩ
トリガフィールドの値が“０１０”である場合、“第１セットのサービングセルに対して
１つの送信ポイント以外の干渉を干渉成分としたＡ－ＣＳＩを送信する”ことを示す。ま
た、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“０１１”である場合、“第２セットのサービン
グセルに対して１つの送信ポイント以外の干渉を干渉成分としたＡ－ＣＳＩを送信する”
ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“１００”である場合、“第１セ
ットのサービングセルに対して２つの送信ポイント以外の干渉を干渉成分としたＡ－ＣＳ
Ｉを送信する”ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“１０１”である
場合、“第２セットのサービングセルに対して２つの送信ポイント以外の干渉を干渉成分
としたＡ－ＣＳＩを送信する”ことを示す。
【００５３】
　無線基地局装置ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、ユーザ端末に対して、上記のように決定
したセット情報（ＴＰセット情報）をＲＲＣシグナリング（または、ＭＡＣシグナリング
、報知信号）で送信する（ステップ３）。ここでは、セット情報は、ＴＰ１（ＳＭＲ１）
を第１セットとし、ＴＰ２（ＳＭＲ２）を第２セットとした情報である。次いで、無線基
地局装置ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、ＤＣＩを用いてＣＳＩリクエスト情報（図９に示
すビット情報）をユーザ端末ＵＥに送信する（ステップ４）。例えば、無線基地局装置ｅ
ＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、ＤＣＩでビット”１００”をユーザ端末に送信する。
【００５４】
　そして、ユーザ端末ＵＥは、ＣＳＩリクエスト情報及びＴＰセット情報にしたがってＣ
ＳＩを無線基地局装置ｅＮＢにフィードバックする（ステップ５）。例えば、ユーザ端末
ＵＥは、ＤＣＩでビット”１００”を受信すると、図９に示すテーブルにしたがって、第
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１セットのサービングセルに対して２つの送信ポイント以外の干渉を干渉成分としたＡ－
ＣＳＩを送信することを知る。このとき、ユーザ端末ＵＥは、無線基地局装置ｅＮＢから
のＲＲＣシグナリング（または、ＭＡＣシグナリング、報知信号）で通知されたセット情
報により、第１セットのＴＰがＴＰ１を意味することを知っている。このため、ユーザ端
末ＵＥは、ＣＳＩ３をＰＵＳＣＨ信号でフィードバックする。
【００５５】
　次に、上述した本発明のシグナリング方法を実現するシナリオの例について説明する。
　図１０Ａに示すシナリオは、送信ポイントＴＰ１（ｅＮＢ）のセルと送信ポイントＴＰ
２，ＴＰ３のセルとがオーバーレイしたシステム構成において、ユーザ端末ＵＥにＣｏＭ
Ｐ送信を適用するシナリオである。
【００５６】
　ここで、ＳＭＲ１をＴＰ１からの信号成分とし、ＩＭＲ１をＴＰ１以外の干渉成分とし
、ＳＭＲ２をＴＰ２からの信号成分とし、ＩＭＲ２をＴＰ２以外の干渉成分とし、ＳＭＲ
３をＴＰ３からの信号成分とし、ＩＭＲ３をＴＰ３以外の干渉成分とし、ＩＭＲ４をＴＰ
１、ＴＰ２及びＴＰ３以外の干渉成分としたとき、ＣＳＩ１はＳＭＲ１及びＩＭＲ１で求
められ、ＣＳＩ２はＳＭＲ２及びＩＭＲ２で求められ、ＣＳＩ３はＳＭＲ３及びＩＭＲ３
で求められ、ＣＳＩ４はＳＭＲ２及びＩＭＲ４で求められ、ＣＳＩ５はＳＭＲ３及びＩＭ
Ｒ４で求められる。
【００５７】
　この場合において、ＴＰ１の周波数が周波数Ｆ１であり、ＴＰ２及びＴＰ３の周波数が
周波数Ｆ２であるとき、同じ周波数で一つのＴＰ以外の干渉を干渉成分として得られたＣ
ＳＩと同じ周波数で２つのＴＰ以外の干渉を干渉成分として得られたＣＳＩとを分類する
と図１０Ｂに示すようになる。すなわち、同じ周波数で一つのＴＰ以外の干渉を干渉成分
として得られたＣＳＩはＣＳＩ１、ＣＳＩ２及びＣＳＩ３であり、同じ周波数で２つのＴ
Ｐ以外の干渉を干渉成分として得られたＣＳＩはＣＳＩ４及びＣＳＩ５である。したがっ
て、図１０Ｂに示す分類を用いることにより、上記第１の方法～第３の方法を適用するこ
とができる。具体的には、第１の方法では、ＣＳＩの第１セットをＣＳＩ１とし、ＣＳＩ
の第２セットをＣＳＩ２～ＣＳＩ５とする。第３の方法では、ＴＰの第１セットをＴＰ１
とし、ＴＰの第２セットをＴＰ２及びＴＰ３とする。
【００５８】
　図１１Ａに示すシナリオは、送信ポイントＴＰ１（ｅＮＢ）のセルと送信ポイントＴＰ
２，ＴＰ３のセルとがオーバーレイし、さらに送信ポイントＴＰ２，ＴＰ３のセルと送信
ポイントＴＰ４，ＴＰ５のセルとがオーバーレイしたシステム構成において、ユーザ端末
ＵＥにＣｏＭＰ送信を適用するシナリオである。
【００５９】
　ここで、ＳＭＲ１をＴＰ１からの信号成分とし、ＩＭＲ１をＴＰ１以外の干渉成分とし
、ＳＭＲ２をＴＰ２からの信号成分とし、ＩＭＲ２をＴＰ２以外の干渉成分とし、ＳＭＲ
３をＴＰ３からの信号成分とし、ＩＭＲ３をＴＰ３以外の干渉成分とし、ＳＭＲ４をＴＰ
４からの信号成分とし、ＩＭＲ４をＴＰ４以外の干渉成分とし、ＳＭＲ５をＴＰ５からの
信号成分とし、ＩＭＲ５をＴＰ５以外の干渉成分とし、ＩＭＲ６をＴＰ１～ＴＰ５以外の
干渉成分としたとき、ＣＳＩ１はＳＭＲ１及びＩＭＲ１で求められ、ＣＳＩ２はＳＭＲ２
及びＩＭＲ２で求められ、ＣＳＩ３はＳＭＲ３及びＩＭＲ３で求められ、ＣＳＩ４はＳＭ
Ｒ４及びＩＭＲ４で求められ、ＣＳＩ５はＳＭＲ５及びＩＭＲ５で求められ、ＣＳＩ６は
ＳＭＲ２及びＩＭＲ６で求められ、ＣＳＩ７はＳＭＲ３及びＩＭＲ６で求められ、ＣＳＩ
８はＳＭＲ４及びＩＭＲ６で求められ、ＣＳＩ９はＳＭＲ５及びＩＭＲ６で求められる。
【００６０】
　この場合において、ＴＰ１の周波数が周波数Ｆ１であり、ＴＰ２及びＴＰ３の周波数が
周波数Ｆ２であり、ＴＰ４及びＴＰ５の周波数が周波数Ｆ３であるとき、同じ周波数で一
つのＴＰ以外の干渉を干渉成分として得られたＣＳＩと同じ周波数で２つのＴＰ以外の干
渉を干渉成分として得られたＣＳＩとを分類すると図１１Ｂに示すようになる。すなわち
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、同じ周波数で一つのＴＰ以外の干渉を干渉成分として得られたＣＳＩはＣＳＩ１、ＣＳ
Ｉ２、ＣＳＩ３、ＣＳＩ４及びＣＳＩ５であり、同じ周波数で２つのＴＰ以外の干渉を干
渉成分として得られたＣＳＩはＣＳＩ６、ＣＳＩ７、ＣＳＩ８及びＣＳＩ９である。した
がって、図１１Ｂに示す分類を用いることにより、上記第１の方法～第３の方法を適用す
ることができる。
【００６１】
　例えば、複数のハイヤーレイヤシグナリング（ＲＲＣシグナリング、ＭＡＣシグナリン
グ、報知信号）でＣＳＩセットを通知する。具体的には、図１２Ａに示すように、ＣＳＩ
１、ＣＳＩ２及びＣＳＩ６を第１ＲＲＣシグナリング（または、ＭＡＣシグナリング、報
知信号）の第１セットとし、ＣＳＩ３及びＣＳＩ７を第１ＲＲＣシグナリング（または、
ＭＡＣシグナリング、報知信号）の第２セットとし、ＣＳＩ４及びＣＳＩ５を第２ＲＲＣ
シグナリング（または、ＭＡＣシグナリング、報知信号）の第１セットとし、ＣＳＩ８及
びＣＳＩ９を第２ＲＲＣシグナリング（または、ＭＡＣシグナリング、報知信号）の第２
セットとする。これにより、無線基地局装置ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、図１２Ｂに示
すテーブルを用いてＣＳＩリクエスト情報をユーザ端末ＵＥに送信する。
【００６２】
　また、拡張されたＣＳＩリクエストフィールドを利用して、より多くのＣＳＩセットを
サポートする（ここでは３ビットにする）。具体的には、図１３Ａに示すように、ＣＳＩ
１、ＣＳＩ２及びＣＳＩ６を第１セットとし、ＣＳＩ３及びＣＳＩ７を第２セットとし、
ＣＳＩ４及びＣＳＩ５を第３セットとし、ＣＳＩ８及びＣＳＩ９を第４セットとする。こ
れにより、無線基地局装置ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、図１３Ｂに示すテーブルを用い
てＣＳＩリクエスト情報をユーザ端末ＵＥに送信する。図１３Ｂでは、３ビットのＡ－Ｃ
ＳＩトリガフィールド（ＣＳＩリクエストフィールド）の値が“０００”である場合、“
Ａ－ＣＳＩを送信しない”ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“００
１”である場合、“サービングセル以外の干渉を仮定したときのサービングセルについて
のＡ－ＣＳＩを送信する”ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“０１
０”である場合、“ハイヤーレイヤシグナリングにより第１セットのＣＳＩをＡ－ＣＳＩ
として送信する”ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“０１１”であ
る場合、“ハイヤーレイヤシグナリングにより第２セットのＣＳＩをＡ－ＣＳＩとして送
信する”ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“１００”である場合、
“ハイヤーレイヤシグナリングにより第３セットのＣＳＩをＡ－ＣＳＩとして送信する”
ことを示す。また、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“１０１”である場合、“ハイヤ
ーレイヤシグナリングにより第４セットのＣＳＩをＡ－ＣＳＩとして送信する”ことを示
す。これにより、無線基地局装置ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、図１３Ｂに示すテーブル
を用いてＣＳＩリクエスト情報をユーザ端末ＵＥに送信する。
【００６３】
　また、既存のＤＣＩビット（例えば、ＣＩＦ（Carrier　indicator　field）ビット）
を利用してＣＳＩリクエストフィールドを送信する。具体的には、図１４Ａに示すように
、ＣＳＩ１、ＣＳＩ２及びＣＳＩ６を第１セットとし、ＣＳＩ３及びＣＳＩ７を第２セッ
トとし、ＣＳＩ４及びＣＳＩ５を第３セットとし、ＣＳＩ８及びＣＳＩ９を第４セットと
する。これにより、無線基地局装置ｅＮＢは、ＣｏＭＰ適用時に、図１４Ｂに示すテーブ
ルを用いてＣＳＩリクエスト情報をユーザ端末ＵＥに送信する。図１４Ｂでは、２ビット
のＡ－ＣＳＩトリガフィールド（ＣＳＩリクエストフィールド）とＣＩＦとを組み合わせ
ている。２ビットのＡ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“００”であり、ＣＩＦの値が“
０００”ある場合、“Ａ－ＣＳＩを送信しない”ことを示す。また、２ビットのＡ－ＣＳ
Ｉトリガフィールドの値が“０１”であり、ＣＩＦの値が“０００”ある場合、“サービ
ングセル以外の干渉を仮定したときのサービングセルについてのＡ－ＣＳＩを送信する”
ことを示す。また、２ビットのＡ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“１０”であり、ＣＩ
Ｆの値が“０００”ある場合、“ハイヤーレイヤシグナリングにより第１セットのＣＳＩ
をＡ－ＣＳＩとして送信する”ことを示す。また、２ビットのＡ－ＣＳＩトリガフィール
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ドの値が“１１”であり、ＣＩＦの値が“０００”ある場合、“ハイヤーレイヤシグナリ
ングにより第２セットのＣＳＩをＡ－ＣＳＩとして送信する”ことを示す。また、２ビッ
トのＡ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“１０”であり、ＣＩＦの値が“００１”ある場
合、“ハイヤーレイヤシグナリングにより第３セットのＣＳＩをＡ－ＣＳＩとして送信す
る”ことを示す。また、２ビットのＡ－ＣＳＩトリガフィールドの値が“１１”であり、
ＣＩＦの値が“００１”ある場合、“ハイヤーレイヤシグナリングにより第１セットのＣ
ＳＩをＡ－ＣＳＩとして送信する”ことを示す。これにより、無線基地局装置ｅＮＢは、
ＣｏＭＰ適用時に、図１４Ｂに示すテーブルを用いてＣＳＩリクエスト情報をユーザ端末
ＵＥに送信する。
【００６４】
　ここまで、第１の方法～第３の方法について説明したが、すべての方法について、Ａ－
ＣＳＩトリガフィールドの代わりにＵＬグラントのフィールドを用いても良い。また、上
記第１の方法～第３の方法について、各方法で１種類のテーブルを用いる場合を例に挙げ
ているが、本発明においては、複数種類のテーブルを予め用意し、異なる時間リソース、
周波数リソースにおいて、複数種類のテーブルを使い分けるようにしても良い。例えば、
時間的に複数種類に分類された無線リソース（例えば、奇数サブフレームと偶数サブフレ
ーム）において異なるテーブルを用いるようにしても良い。複数種類のテーブルを変更す
る方法としては、ハイヤレイヤシグナリング（ＲＲＣシグナリング、ＭＡＣシグナリング
、報知信号等）や下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨやユーザ端末固有のＰＤＣＣＨ(E
nhanced-ＰＤＣＣＨ)）により、用いるテーブルを無線基地局装置からシグナリングで指
定しても良く、ＵＬグラント等の制御チャネルが送信された無線リソース位置（例えばCo
ntrol　Channel　Elementの位置）に基づき、ユーザ端末が用いるテーブルを判断しても
良い。また、上記実施の形態においては、第１の方法及び第２の方法についてＡ－ＣＳＩ
トリガフィールドが２ビットである場合を説明し、第３の方法についてＡ－ＣＳＩトリガ
フィールドが３ビットである場合を説明しているが、本発明はこれに限定されず、第１の
方法及び第２の方法についてＡ－ＣＳＩトリガフィールドが３ビット以上であっても良く
、第３の方法についてＡ－ＣＳＩトリガフィールドが２ビット又は４ビット以上であって
も良い。この場合において、上述したように、既存のＤＣＩビット（例えば、ＣＩＦビッ
ト）を利用することにより、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドのビット数を増加させずに、通
知する情報量を増加させても良い。
【００６５】
　このように、本発明によれば、キャリアアグリゲーションのフレームワークにおいてＣ
ｏＭＰ送信が適用される際に、それぞれの送信ポイントについての複数のＣＳＩをフィー
ドバックすることができる。
【００６６】
　以下、図１５を参照しながら、本発明の実施の形態に係るユーザ端末１０及び無線基地
局装置２０を有する無線通信システム１について説明する。ユーザ端末１０及び無線基地
局装置２０は、ＬＴＥ－Ａをサポートしている。
【００６７】
　図１５に示すように、無線通信システム１は、無線基地局装置２０と、無線基地局装置
２０と通信する複数のユーザ端末１０（１０１、１０２、１０３、・・・１０ｎ、ｎはｎ
＞０の整数）とを含んで構成されている。無線基地局装置２０は、上位局装置３０と接続
され、この上位局装置３０は、コアネットワーク４０と接続される。ユーザ端末１０は、
セル５０において無線基地局装置２０と通信を行うことができる。
【００６８】
　なお、上位局装置３０には、例えば、アクセスゲートウェイ装置、無線ネットワークコ
ントローラ（ＲＮＣ）、モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）等が含まれるが
、これに限定されるものではない。上位局装置３０はコアネットワーク４０に包含されて
も良い。
【００６９】
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　各ユーザ端末（１０１、１０２、１０３、・・・１０ｎ）は、特段の断りがない限りＬ
ＴＥ－Ａ端末であるが、ＬＴＥ端末を含むこともできる。また、説明の便宜上、無線基地
局装置２０と無線通信するのはユーザ端末１０であるものとして説明するが、より一般的
には移動端末も固定端末も含むユーザ装置（ＵＥ：User　Equipment）でよい。
【００７０】
　無線通信システム１においては、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦ
ＤＭＡ（直交周波数分割多元接続）が適用される。一方、上りリンクについてはＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ（シングルキャリア－周波数分割多元接続）及びクラスタ化ＤＦＴ拡散ＯＦＤＭが
適用される。
【００７１】
　ＯＦＤＭＡは、周波数帯域を複数の狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各サブ
キャリアにデータをマッピングして通信を行うマルチキャリア伝送方式である。ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡは、システム帯域を端末毎に１つ又は連続したリソースブロックからなる帯域に分
割し、複数の端末が互いに異なる帯域を用いることで、端末間の干渉を低減するシングル
キャリア伝送方式である。クラスタ化ＤＦＴ拡散ＯＦＤＭは、非連続的なクラスタ化され
たサブキャリアのグループ（クラスタ）を１台のユーザ端末ＵＥに割り当て、各クラスタ
に離散フーリエ変換拡散ＯＦＤＭを適用することにより、アップリンクの多元接続を実現
する方式である。
【００７２】
　ここで、ＬＴＥ－Ａで規定される通信チャネル構成について説明する。下りリンクにつ
いては、各ユーザ端末１０で共有されるＰＤＳＣＨと、下りＬ１／Ｌ２制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ）とが用いられる。ＰＤＳＣＨにより、ユーザデー
タ（上位レイヤの制御信号を含む）、すなわち、通常のデータ信号が伝送される。送信デ
ータは、このユーザデータに含まれる。なお、無線基地局装置２０でユーザ端末１０に割
り当てた基本周波数ブロック（ＣＣ）やスケジューリング情報は、下りリンク制御チャネ
ルによりユーザ端末１０に通知される。
【００７３】
　上位制御信号は、キャリアアグリゲーション数の追加／削減、各コンポーネントキャリ
アにおいて適用される上りリンクの無線アクセス方式（ＳＣ－ＦＤＭＡ／クラスタ化ＤＦ
Ｔ拡散ＯＦＤＭ）をユーザ端末１０に対して通知するＲＲＣシグナリング（または、ＭＡ
Ｃシグナリング、報知信号）を含む。
【００７４】
　上りリンクについては、各ユーザ端末１０で共有して使用されるＰＵＳＣＨと、上りリ
ンクの制御チャネルであるＰＵＣＣＨとが用いられる。このＰＵＳＣＨにより、ユーザデ
ータが伝送される。ＰＵＣＣＨにより、下りリンクのＣＳＩ（ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ）、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ等が伝送される。また、ＳＣ－ＦＤＭＡにおいてサブフレーム内周波数
ホッピングが適用される。
【００７５】
　図１６を参照しながら、本実施の形態に係る無線基地局装置２０の全体構成について説
明する。無線基地局装置２０は、送受信アンテナ２０１ａ，２０１ｂと、アンプ部２０２
ａ，２０２ｂと、送受信部２０３ａ，２０３ｂと、ベースバンド信号処理部２０４と、呼
処理部２０５と、伝送路インターフェース２０６とを備えている。
【００７６】
　無線基地局装置２０からユーザ端末１０へ下りリンクで送信されるユーザデータは、無
線基地局装置２０の上位局装置３０から伝送路インターフェース２０６を介してベースバ
ンド信号処理部２０４に入力される。
【００７７】
　ベースバンド信号処理部２０４は、シーケンス番号付与等のＰＤＣＰレイヤの処理、ユ
ーザデータの分割・結合、ＲＬＣ（Radio　Link　Control）再送制御の送信処理などのＲ
ＬＣレイヤの送信処理、ＭＡＣ（Medium　Access　Control）再送制御、例えば、ＨＡＲ
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Ｑの送信処理、スケジューリング、伝送フォーマット選択、チャネル符号化、逆高速フー
リエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse　Fast　Fourier　Transform）処理、プリコーディング処
理を行う。
【００７８】
　ベースバンド信号処理部２０４は、さらにユーザ端末１０に対してセル５０における無
線通信のための制御情報を報知チャネルで通知する。セル５０における通信のための報知
情報には、例えば、上りリンク又は下りリンクにおけるシステム帯域幅や、ＰＲＡＣＨに
おけるランダムアクセスプリアンブルの信号を生成するためのルート系列の識別情報（Ro
ot　Sequence　Index）等が含まれる。
【００７９】
　送受信部２０３ａ，２０３ｂは、ベースバンド信号処理部２０４から出力されたベース
バンド信号を無線周波数帯に周波数変換処する。ＲＦ信号は、アンプ部２０２で増幅され
て送受信アンテナ２０１ａ，２０１ｂへ出力される。
【００８０】
　無線基地局装置２０は、ユーザ端末１０が送信した送信波を送受信アンテナ２０１ａ，
２０１ｂで受信する。送受信アンテナ２０１ａ，２０１ｂで受信された無線周波数信号が
アンプ部２０２ａ，２０２ｂで増幅され、送受信部２０３ａ，２０３ｂで周波数変換され
てベースバンド信号に変換され、ベースバンド信号処理部２０４に入力される。
【００８１】
　ベースバンド信号処理部２０４は、上りリンク伝送で受信したベースバンド信号に含ま
れるユーザデータに対して、ＦＦＴ処理、ＩＤＦＴ処理、誤り訂正復号、ＭＡＣ再送制御
の受信処理、ＲＬＣレイヤ、ＰＤＣＰレイヤの受信処理を行う。復号された信号は伝送路
インターフェース２０６を介して上位局装置３０に転送される。
【００８２】
　呼処理部２０５は、通信チャネルの設定や解放等の呼処理や、無線基地局装置２０の状
態管理や、無線リソースの管理を行う。
【００８３】
　次に、図１７を参照しながら、本実施の形態に係るユーザ端末１０の全体構成について
説明する。ユーザ端末１０は、複数の送受信アンテナ１０１ａ，１０１ｂと、アンプ部１
０２ａ，１０２ｂと、送受信部１０３ａ，１０３ｂと、ベースバンド信号処理部１０４と
、アプリケーション部１０５とを備えている。
【００８４】
　送受信アンテナ１０１ａ，１０１ｂで受信した無線周波数信号がアンプ部１０２ａ，１
０２ｂで増幅され、送受信部１０３ａ，１０３ｂで周波数変換されてベースバンド信号に
変換される。このベースバンド信号は、ベースバンド信号処理部１０４でＦＦＴ処理や、
誤り訂正復号、再送制御の受信処理等がなされる。この下りリンクのデータの内、下りリ
ンクのユーザデータは、アプリケーション部１０５に転送される。アプリケーション部１
０５は、物理レイヤやＭＡＣレイヤより上位のレイヤに関する処理等を行う。また、下り
リンクのデータの内、報知情報も、アプリケーション部１０５に転送される。
【００８５】
　一方、上りリンクのユーザデータは、アプリケーション部１０５からベースバンド信号
処理部１０４に入力される。ベースバンド信号処理部１０４は、再送制御（ＨＡＲＱ）の
送信処理や、チャネル符号化、ＤＦＴ処理、ＩＦＦＴ処理を行う。送受信部１０３は、ベ
ースバンド信号処理部１０４から出力されたベースバンド信号を無線周波数帯に変換する
。その後、アンプ部１０２ａ，１０２ｂで増幅されて送受信アンテナ１０１ａ，１０１ｂ
より送信される。
【００８６】
　図１８は、本実施の形態に係る無線基地局装置２０が有するベースバンド信号処理部２
０４及び一部の上位レイヤの機能ブロック図であり、主にベースバンド信号処理部２０４
は送信処理部の機能ブロックを示している。図１８には、Ｍ個のコンポーネントキャリア
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（ＣＣ＃１～ＣＣ＃Ｍ）数に対応可能な基地局構成が例示されている。無線基地局装置２
０の配下となるユーザ端末１０に対する送信データが上位局装置３０から無線基地局装置
２０に対して転送される。
【００８７】
　制御情報生成部３００は、ハイヤーレイヤシグナリング（ＲＲＣシグナリング、ＭＡＣ
シグナリング、報知信号）により送受信される上位制御信号を生成する。本発明の第１の
方法においては、上位制御信号にＣＳＩセット情報が含まれる。また、本発明の第３の方
法においては、上位制御信号にＴＰセット情報が含まれる。また、上位制御信号は、コン
ポーネントキャリアＣＣの追加／削減を要求するコマンドを含んでもよい。また、上位制
御信号は、ユーザ毎に生成されてもよい。
【００８８】
　データ生成部３０１は、上位局装置３０から転送された送信データをユーザ別にユーザ
データとして出力する。
【００８９】
　コンポーネントキャリア選択部３０２は、ユーザ端末１０との無線通信に割り当てられ
るコンポーネントキャリアをユーザ毎に選択する。コンポーネントキャリア選択部３０２
にユーザ毎に設定されたコンポーネントキャリアの割当て情報にしたがって、該当するコ
ンポーネントキャリアのチャネル符号化部３０３へ上位制御信号及び送信データが振り分
けられる。
【００９０】
　スケジューリング部３１０は、システム帯域全体の通信品質に応じて、配下のユーザ端
末１０に対するコンポーネントキャリアの割当てを制御する。また、ユーザ端末毎に選択
されたコンポーネントキャリアの中からプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）が
決められる。ＰＣＣはダイナミックに切り替えても良いし、準静的に切り替えても良い。
【００９１】
　また、スケジューリング部３１０は、各コンポーネントキャリアにおけるリソース割り
当てを制御している。ＬＴＥ端末ユーザとＬＴＥ－Ａ端末ユーザとを区別してスケジュー
リングを行う。スケジューリング部３１０は、上位局装置３０から送信データ及び再送指
示が入力されると共に、上りリンクの受信信号を測定した受信部からチャネル推定値やリ
ソースブロックのＣＱＩが入力される。
【００９２】
　また、スケジューリング部３１０は、上位局装置３０から入力された再送指示、チャネ
ル推定値及びＣＱＩを参照しながら、下りリンク割当て情報、上りリンク割当て情報、及
び上下共有チャネル信号のスケジューリングを行う。移動通信における伝搬路は、周波数
選択性フェージングにより周波数ごとに変動が異なる。そこで、ユーザデータ送信時に、
ユーザ端末１０に対してサブフレーム毎に通信品質の良好なリソースブロックを割り当て
る（適応周波数スケジューリングと呼ばれる）。適応周波数スケジューリングでは、各リ
ソースブロックに対して伝搬路品質の良好なユーザ端末１０を選択して割り当てる。その
ため、スケジューリング部３１０は、各ユーザ端末１０からフィードバックされるリソー
スブロック毎のＣＱＩを用いてスループットの改善が期待されるリソースブロックを割り
当てる。
【００９３】
　また、スケジューリング部３１０は、ユーザ端末１０との間の伝搬路状況に応じてＣＣ
Ｅアグリゲーション数を制御する。セル端ユーザに対してはＣＣＥアグリゲーション数を
上げることになる。また、割り当てたリソースブロックで所定のブロック誤り率を満たす
ＭＣＳ（符号化率、変調方式）を決定する。スケジューリング部３１０が決定したＭＣＳ
（符号化率、変調方式）を満足するパラメータがチャネル符号化部３０３，３０８，３１
２、変調部３０４，３０９，３１３に設定される。
【００９４】
　ベースバンド信号処理部２０４は、１コンポーネントキャリア内での最大ユーザ多重数
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Ｎに対応したチャネル符号化部３０３、変調部３０４、マッピング部３０５を備えている
。チャネル符号化部３０３は、データ生成部３０１から出力されるユーザデータ（一部の
上位制御信号を含む）で構成される共有データチャネル（ＰＤＳＣＨ）を、ユーザ毎にチ
ャネル符号化する。変調部３０４は、チャネル符号化されたユーザデータをユーザ毎に変
調する。マッピング部３０５は、変調されたユーザデータを無線リソースにマッピングす
る。
【００９５】
　また、ベースバンド信号処理部２０４は、複数のＤＣＩフォーマットの中から所定のＤ
ＣＩフォーマットを使用して制御情報を生成する生成部（下り制御情報生成部３０６及び
上り制御情報生成部３１１）を備えている。複数のＤＣＩフォーマットには、ＵＬグラン
トを内容とするＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマット０／４）、ＤＬグラン
トを内容とするＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマット１Ａ等）が含まれてい
る。
【００９６】
　下り制御情報生成部３０６は、ＤＬグラントを内容とするＤＣＩフォーマット（例えば
、ＤＣＩフォーマット１Ａなど）を用いて、ＰＤＳＣＨを制御するための下り共有データ
チャネル用制御情報を生成する。当該下り共有データチャネル用制御情報は、ユーザ毎に
生成される。また、当該下り共有データチャネル用制御情報は、ＰＤＳＣＨが割り当てら
れた上りサービングセルを識別する識別フィールド（ＣＩＦ）が含まれる。
【００９７】
　上り制御情報生成部３１１は、ＵＬグラントを内容とするＤＣＩフォーマット（例えば
、ＤＣＩフォーマット０／４）を用いて、ＰＵＳＣＨを制御するための上り共有データチ
ャネル用制御情報を生成する。当該上り共有データチャネル用制御情報は、ユーザ毎に生
成される。また、当該上り共有データチャネル用制御情報は、ＰＵＳＣＨが割り当てられ
た上りサービングセルを識別する識別フィールド（ＣＩＦ）が含まれる。
【００９８】
　また、当該上り共有データチャネル用制御情報は、非周期的チャネル状態情報（Ａ－Ｃ
ＳＩ）を要求する要求フィールド（Ａ－ＣＳＩトリガフィールド）を含む。Ａ－ＣＳＩト
リガフィールドには、ユーザ端末１０からのＡ－ＣＳＩの通知を要求するか否かに応じて
値が設定されてもよい。さらに、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドには、ユーザ端末１０から
Ａ－ＣＳＩが通知されるべき下りサービングセルの組み合わせに応じて値が設定されても
よい。
【００９９】
　例えば、本発明の第１の方法においては、ＤＣＩにはＣＳＩリクエスト情報（Ａ－ＣＳ
Ｉトリガフィールド）として、例えば図７Ａに示すビット値が含まれる。また、本発明の
第２の方法においては、ＤＣＩにはＣＳＩリクエスト情報（Ａ－ＣＳＩトリガフィールド
）として、例えば図８に示すビット値が含まれる。また、本発明の第３の方法においては
、ＤＣＩにはＣＳＩリクエスト情報（Ａ－ＣＳＩトリガフィールド）として、例えば図９
に示すビット値が含まれる。なお、第３の方法においては、ＣＳＩリクエスト情報がＣＩ
Ｆと組み合されている。
【０１００】
　また、当該上り共有データチャネル用制御情報は、ＲＡフラグ、ユーザ端末毎に決定し
たリソースブロック数及びリソースブロック位置を示す割り当て情報、変調方式、符号化
率及び冗長化バージョン、新規データか再生データ化を区別する識別子、ＰＵＳＣＨ用の
送信電力制御コマンド、復調用リファレンスシグナルのサイクリックシフト（ＣＳ　for
　ＤＭＲＳ）、ＣＱＩリクエスト、Ａ－ＳＲＳＦ、ＰＭＩ／ＲＩ等を含んでもよい。
【０１０１】
　また、ベースバンド信号処理部２０４は、ユーザ共通の下り制御情報である下り共通制
御チャネル用制御情報を生成する下り共通チャネル用制御情報生成部３０７を備えている
。
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【０１０２】
　また、ベースバンド信号処理部２０４は、１コンポーネントキャリア内での最大ユーザ
多重数Ｎに対応したチャネル符号化部３０８、変調部３０９を備えている。チャネル符号
化部３０８は、下り制御情報生成部３０６及び下り共通チャネル用制御情報生成部３０７
で生成される制御情報をユーザ毎にチャネル符号化する。変調部３０９は、チャネル符号
化された下り制御情報を変調する。
【０１０３】
　また、ベースバンド信号処理部２０４は、生成した上り共有データチャネル用制御情報
をユーザ毎にチャネル符号化するチャネル符号化部３１２と、チャネル符号化した上り共
有データチャネル用制御情報をユーザ毎に変調する変調部３１３とを備える。
【０１０４】
　参照信号生成部３１８は、チャネル推定、シンボル同期、ＣＱＩ測定、モビリティ測定
等の様々な目的に使用されるセル固有参照信号（ＣＲＳ：Cell-specific　Reference　Si
gnal)をリソースブロック（ＲＢ）内にＦＤＭ／ＴＤＭで多重して送信する。また、参照
信号生成部３１８は、下りリンク復調用参照信号(UE　specific　RS)を送信する。
【０１０５】
　上記変調部３０９，３１３でユーザ毎に変調された下り／上り制御情報は、制御チャネ
ル多重部３１４で多重され、さらにインタリーブ部３１５でインタリーブされる。インタ
リーブ部３１５から出力される制御信号及びマッピング部３０５から出力されるユーザデ
ータは下りチャネル信号としてＩＦＦＴ部３１６へ入力される。また、下り参照信号がＩ
ＦＦＴ部３１６へ入力される。ＩＦＦＴ部３１６は、下りチャネル信号及び下り参照信号
を逆高速フーリエ変換して周波数領域の信号から時系列の信号に変換する。サイクリック
プレフィックス挿入部３１７は、下りチャネル信号の時系列信号にサイクリックプレフィ
ックスを挿入する。なお、サイクリックプレフィクスは、マルチパス伝搬遅延の差を吸収
するためのガードインターバルとして機能する。サイクリックプレフィックスが付加され
た送信データは、送受信部２０３に送出される。
【０１０６】
　図１９は、ユーザ端末１０が有するベースバンド信号処理部１０４の機能ブロック図で
あり、ＬＴＥ－ＡをサポートするＬＴＥ-Ａ端末の機能ブロックを示している。なお、ユ
ーザ端末１０は、異なるコンポーネントキャリア（ＣＣ）の複数のサービングセルを用い
て無線通信可能に構成されている。
【０１０７】
　無線基地局装置２０から受信データとして受信された下りリンク信号は、ＣＰ除去部４
０１でＣＰが除去される。ＣＰが除去された下りリンク信号は、ＦＦＴ部４０２へ入力さ
れる。ＦＦＴ部４０２は、下りリンク信号を高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast　Fourier
　Transform）して時間領域の信号から周波数領域の信号に変換し、デマッピング部４０
３へ入力する。デマッピング部４０３は、下りリンク信号をデマッピングし、下りリンク
信号から複数の制御情報が多重された多重制御情報、ユーザデータ、上位制御信号を取り
出す。なお、デマッピング部４０３によるデマッピング処理は、アプリケーション部１０
５から入力される上位制御信号に基づいて行われる。デマッピング部４０３から出力され
た多重制御情報は、デインタリーブ部４０４でデインタリーブされる。
【０１０８】
　また、ベースバンド信号処理部１０４は、下り／上り制御情報を復調する制御情報復調
部４０５、下り共有データを復調するデータ復調部４０６及びチャネル推定部４０７を備
えている。
【０１０９】
　制御情報復調部４０５は、下りリンク制御チャネルから下り共通制御チャネル用制御情
報を復調する共通制御チャネル用制御情報復調部４０５ａと、下りリンク制御チャネルか
らサーチスペースをブラインドデコーディングして上り共有データチャネル用制御情報を
復調する上り共有データチャネル用制御情報復調部４０５ｂと、下りリンク制御チャネル
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からサーチスペースをブラインドデコーディングして下り共有データチャネル用制御情報
を復調する下り共有データチャネル用制御情報復調部４０５ｃとを備えている。
【０１１０】
　データ復調部４０６は、ユーザデータ及び上位制御信号を復調する下り共有データ復調
部４０６ａと、下り共有チャネルデータを復調する下り共有チャネルデータ復調部４０６
ｂとを備えている。
【０１１１】
　共通制御チャネル用制御情報復調部４０５ａは、下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）の共通サーチスペースのブラインドデコーディング処理、復調処理、チャネル復号処理
などによりユーザ共通の制御情報である共通制御チャネル用制御情報を取り出す。共通制
御チャネル用制御情報は、下りリンクのチャネル品質情報（ＣＱＩ）を含んでおり、マッ
ピング部４１５に入力され、無線基地局装置２０への送信データの一部としてマッピング
される。
【０１１２】
　上り共有データチャネル用制御情報復調部４０５ｂは、下りリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）のユーザ個別サーチスペースのブラインドデコーディング処理、復調処理、チャ
ネル復号処理などによりユーザ固有の上り共有データチャネル用制御情報（例えば、ＵＬ
グラント）を取り出す。復調された上り共有データチャネル用制御情報は、マッピング部
４１５に入力されて、上り共有データチャネル（ＰＵＳＣＨ）の制御に使用される。
【０１１３】
　下り共有データチャネル用制御情報復調部４０５ｃは、下りリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）のユーザ個別サーチスペースのブラインドデコーディング処理、復調処理、チャ
ネル復号処理などによりユーザ固有の下り共有データチャネル用制御情報（例えば、ＤＬ
グラント）を取り出す。復調された下り共有データチャネル用制御情報は、下り共有デー
タ復調部４０６へ入力されて、下り共有データチャネル（ＰＤＳＣＨ）の制御に使用され
る。
【０１１４】
　下り共有データ復調部４０６ａは、下り共有データチャネル用制御情報復調部４０５ｃ
から入力された下り共有データチャネル用制御情報に基づいて、ユーザデータや上位制御
情報を取得する。上位制御情報（ＣＳＩセット情報、ＴＰセット情報を含む）は、チャネ
ル推定部４０７に出力される。下り共通チャネルデータ復調部４０６ｂは、上り共有デー
タチャネル用制御情報復調部４０５ｂから入力された上り共有データチャネル用制御情報
に基づいて、上り共通チャネルデータを復調する。
【０１１５】
　チャネル推定部４０７は、ユーザ端末固有の参照信号，または共通参照信号を用いてチ
ャネル推定する。推定されたチャネル変動を、共通制御チャネル用制御情報復調部４０５
ａ、上り共有データチャネル用制御情報復調部４０５ｂ、下り共有データチャネル用制御
情報復調部４０５ｃ及び下り共有データ復調部４０６ａに出力する。これらの復調部にお
いては、推定されたチャネル変動及び復調用参照信号を用いて復調処理を行う。
【０１１６】
　ベースバンド信号処理部１０４は、送信処理系の機能ブロックとして、データ生成部４
１１、チャネル符号化部４１２、変調部４１３、ＤＦＴ部４１４、マッピング部４１５、
ＩＦＦＴ部４１６、ＣＰ挿入部４１７、チャネル状態情報生成部４１８を備えている。
【０１１７】
　データ生成部４１１は、アプリケーション部１０５から入力されるビットデータから送
信データを生成する。チャネル符号化部４１２は、送信データに対して誤り訂正等のチャ
ネル符号化処理を施し、変調部４１３はチャネル符号化された送信データをＱＰＳＫ等で
変調する。ＤＦＴ部４１４は、変調された送信データを離散フーリエ変換する。マッピン
グ部４１５は、ＤＦＴ後のデータシンボルの各周波数成分を、無線基地局装置２０に指示
されたサブキャリア位置へマッピングする。ＩＦＦＴ部４１６は、システム帯域に相当す



(20) JP 5770682 B2 2015.8.26

10

20

30

40

50

る入力データを逆高速フーリエ変換して時系列データに変換し、ＣＰ挿入部４１７は時系
列データに対してデータ区切りでサイクリックプレフィックスを挿入する。
【０１１８】
　チャネル状態情報生成部４１８は、上り共有データチャネル用制御情報復調部４０５ｂ
で復調されたＵＬグラントに基づいて周期的又は非周期的にチャネル状態情報（ＣＳＩ（
ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ））を生成する。例えば、第１の方法においては、ユーザ端末ＵＥ
は、ＤＣＩでビット情報を受信すると、無線基地局装置ｅＮＢからのＲＲＣシグナリング
（または、ＭＡＣシグナリング、報知信号）で通知されたＣＳＩセット情報と、図７Ａに
示すテーブルに規定されている情報にしたがってＣＳＩを算出し、そのＣＳＩをＰＵＳＣ
Ｈ信号でフィードバックする。また、第２の方法においては、ユーザ端末ＵＥは、ＤＣＩ
でビット情報を受信すると、図８に示すテーブルに規定されている情報にしたがってＣＳ
Ｉを算出し、そのＣＳＩをＰＵＳＣＨ信号でフィードバックする。また、第３の方法にお
いては、ユーザ端末ＵＥは、ＤＣＩでビット情報を受信すると、無線基地局装置ｅＮＢか
らのＲＲＣシグナリング（または、ＭＡＣシグナリング、報知信号）で通知されたＴＰセ
ット情報と、図９に示すテーブルに規定されている情報にしたがってＣＳＩを算出し、そ
のＣＳＩをＰＵＳＣＨ信号でフィードバックする。
【０１１９】
　なお、Ａ－ＣＳＩトリガフィールドの各値に対して割り当てられるサービングセルは、
予め無線基地局２０からユーザ端末１０に対して上位制御信号（例えば、ＲＲＣシグナリ
ング）により通知されてもよいし、固定的にユーザ端末１０に設定されていてもよい。
【０１２０】
　なお、今回開示された実施の形態は、全ての点で例示であってこの実施の形態に制限さ
れるものではない。本発明の範囲は、上記した実施の形態のみの説明ではなくて特許請求
の範囲によって示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内での全ての変更が含ま
れることが意図される。
【符号の説明】
【０１２１】
　１　無線通信システム
　１０　ユーザ端末
　２０　無線基地局装置
　３０　上位局装置
　４０　コアネットワーク
　１０１ａ，１０１ｂ　送受信アンテナ
　１０２ａ，１０２ｂ　アンプ部
　１０３ａ，１０３ｂ　送受信部
　１０４　ベースバンド信号処理部
　１０５　アプリケーション部
　２０１ａ，２０１ｂ　送受信アンテナ
　２０２ａ，２０２ｂ　アンプ部
　２０３ａ，２０３ｂ　送受信部
　２０４　ベースバンド信号処理部
　２０５　呼処理部
　２０６　伝送路インターフェース
　３００　制御情報生成部
　３０１　データ生成部
　３０２　コンポーネントキャリア選択部
　３０３，３０８，３１２　チャネル符号化部
　３０４，３０９，３１３　変調部
　３０５　マッピング部
　３０６　下り制御情報生成部
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　３０７　下り共通チャネル用制御情報生成部
　３１０　スケジューリング部
　３１１　上り制御情報生成部
　３１４　制御チャネル多重部
　３１５　インタリーブ部
　３１６　ＩＦＦＴ部
　３１７　ＣＰ挿入部
　３１８　参照信号生成部
　４０１　ＣＰ除去部
　４０２　ＦＦＴ部
　４０３　デマッピング部
　４０４　デインタリーブ部
　４０５　制御情報復調部
　４０５ａ　共通制御チャネル用制御情報復調部
　４０５ｂ　上り共有データチャネル用制御情報復調部
　４０５ｃ　下り共有データチャネル用制御情報復調部
　４０６　データ復調部
　４０６ａ　下り共有データ復調部
　４０６ｂ　下り共有チャネルデータ復調部
　４０７　チャネル推定部
　４１１　データ生成部
　４１２　チャネル符号化部
　４１３　変調部
　４１４　ＤＦＴ部
　４１５　マッピング部
　４１６　ＩＦＦＴ部
　４１７　ＣＰ挿入部
　４１８　チャネル状態情報生成部
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              Ｈ０４Ｗ　　　４／００　　　　－Ｈ０４Ｗ　　９９／００
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４　　　　－Ｈ０４Ｂ　　　７／２６
              ３ＧＰＰ　　　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－２
              　　　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１
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